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長坂町は広大な八ヶ岳南麓のほぼ中央に位置し、自然に恵まれた高原の町であるとともに、およそ 200ヶ

所に上る遺跡の密集地帯としても知られています。

長坂町教育委員会では各種の開発事業に際し、このように数多い遺跡の保護をはかりつつ、必要に応じ

て発掘調査を実施し、記録として遺跡の内容を後世に伝えるための文化財保護事業を推進しております。

本書は平成 6年度に県営圃場整備事業にともない、発掘調査を実施した大八田地区の柳坪南遺跡と境原

遺跡の調査報告書です。柳坪遺跡では平安時代の集落が、境原遺跡では縄文時代と弥生時代の遺物と平安

時代の集落がそれぞれ発見されました。

両遺跡の調査にあたり、格別なご理解をいただいた地権者の皆様をはじめとする関係各位に厚く御礼申

し上げます。本書がひろく教育や研究の場で活用されることを願います。
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第 1章 調 査 の経過

1 調 査 の経 緯
1993(平成 5)年、山梨県農務部耕地課および山梨県峡北土地改良事務所から町教育委員会に、長坂地

区の県営圃場整備事業計画についての事前協議がなされた。町教育委員会では、1994(平成 6)年 1月 か

ら3月 にかけて事業計画地の現地踏査と試掘調査を実施した。その結果、柳坪地内と境原地内でそれぞれ

平安時代の遺構面が、また石原田地内においては焼土粒子が確認された。

町教育委員会では遺跡の保存について、山梨県農務部と協議を重ねたが、回場整備の工法的に現状保存

が困難であるとの結論に至り、上記の 3地点について発掘調査を実施することになつた。

1994(平成 6)年 6月 8日付けで、長坂町長と峡北土地改良事務所長との間に、埋蔵文化財発掘調査費

に関する負担協定を締結し、長坂町教育委員会が調査を実施した。なお、事業費の一部については国およ

び県の補助対象として、平成 6年度国宝重要文化財等保存整備費補助金を同年 9月 5日付けで、平成 6年

度山梨県文化財保存事業費補助金を同年■月12日付けでそれぞれ交付決定を受けた。

境原遺跡は同年 7月 8日から、柳坪遺跡は 7月 13日からそれぞれ現場調査を開始し、両遺跡とも終了し

たのは同年■月14日 である。石原田地内については表土剥ぎを実施したが、明確な遺構は確認されず、遺

物も近現代の陶器片が数点出土したのみであつた。

整理作業は1996(平成 8)年度に、県営圃場整備事業に関わる未報告遺跡の整理事業について、同じく

峡北土地改良事務所と同年 4月 23日付けで負担協定を締結し、ここに報告を行う運びとなつた。

2 調 査 の概 要
柳坪南遺跡では 626.7ポ の調査区から15件の平安時代住居址や集石遺構、土坑が検出された。境原遺跡

はA区 (371.8ポ )と B区 (772.7だ )に調査区がわかれる。A区では平安時代住居址 5件や縄文時代中

期後半の埋設土器 1基、土坑 2基が検出された。 B区では弥生時代後期の住居址 2件、平安時代の住居址

4件、土坑 2基が検出された。

なお現場調査は、柳坪南遺跡が1994年の 7月 13日 から8月 31日 まで、境原遺跡が1994年の 7月 8日 から

11月 14日 までを要した。

3調 査 組 織
事業主体  長坂町教育委員会

調査担当  小宮山 隆 (教育委員会埋蔵文化財担当)

事 務 局  教 育 長 小松清寿

教育課長 平島善正 (前任者 )、 植松 忠

教育係長 輿石君夫



図 1 長坂町の遺跡分布図

10



表 1 長坂町の遺跡分布一覧
(縄 =縄文時代 弥=弥生時代 古=古墳時代 平=平安時代 中=中世)

001 耳塚  中
002 法 1性寺前遺跡  縄  中
003 信玄原遺跡  縄
004 小荒 間古戦場跡
005  4妥 ナ田譴豊L水   刃E
006  /Jヽ 現冦JttB亦  売E
007 瑳雪FH3違≧丘亦 冷亀
008  おI大田『苛封藍I亦  糸亀
009 糀屋敷東違跡 縄
010 糀屋敷北遺跡 縄
011 糀屋敷遺跡  縄
012 牛久保違跡  縄  弥
OH 3 牛久保南遺跡  縄
014 沢入遺跡  縄  中
015 宇干平遺跡  縄  中
016 東下屋敷遺跡  縄
017 西下屋敷遺跡  縄
018 新田森遺跡 縄
019 西下屋敷南遺跡  縄
020 横手遺跡  縄  中
021 神之原遺跡  縄
022 屋敷附遺跡  縄  中
023 内城遺跡  中
024  →―良[本木

"豊

Lホ  器亀
025 F可 原遺跡  平
026 中尾根違跡 縄
027 手 白尾遺跡  縄
028 夫婦石遺跡 縄
029 横 山 1遺跡  縄
030  横 山 2遺跡  縄
031 横 山平南遺跡 縄  平
032 葛原北遺跡  縄  平
033 _ニ フノ リ平 Jヒ遺跡  縄
034 _Lフ ノ リ平遺跡  縄
035 上 フノ リ平西遺跡  縄
036  下 フノ リ平 Jヒ遺跡  縄
037 葛原遺跡  縄 弥
038 下 フノ リ平遺跡  縄  中
039 下 フノ リ平南遺跡  平
040 男u当遺跡  縄
041 男u当 西違跡  縄
042  男咽≧当■ E三→示
043 南新居 Jヒ遺跡  中
044 深草城址
045 4ヽ 禾日田遺跡  率亀 平
046 南新居屋敷跡
047 南新居遺跡  平
048 南新居西遺跡 平
049  /Jヽ不日F日会宮1亦

050  米山遺跡   十日石  縄
051 米山東遺跡  平
052 塚 田遺跡  平
053 窪 田遺跡  縄  古  平
054  3ホ ,雪窄野F日 1票 呵

055  ]ホ イ雪窄青F弓ウ票2
056  必

=Ftt Hヒ
J豊 1亦  ヨ『

057 渋 田遺跡  平
058 東原 の上塁
059 東原遺跡  中
060 柳新居遺跡  縄 古  平
061  原 田遺跡  縄  平
062 柳坪 A遺跡  縄 古 平
063 柳坪 B遺跡  縄  古 平
064 小屋敷遺跡  縄 平
065 久保地遺跡 縄
066 成岡遺跡 縄  弥 平
067 成岡新 田遺跡 弥  平
068  由田遺跡   平
069 石原 田北遺跡  縄  平

070 石原田南遺跡  縄 平  中
071 塚原遺跡 縄 平
072 越中久保遺跡 縄 平
073 久保遺跡 縄
074 房屋敷遺跡 縄
075 池の平遺跡  縄
076  ヨミヨ蕉Jと ,小 3  ヨ「
077 東蕪遺跡 2 平
078 東蕪遺跡 4  縄  平
079 東蕪遺跡 1 縄 平
080 和手山東遺跡  中
081 ノJヽ尾平遺跡  十日石  縄
082 間の原遺跡 縄
083 西蕪東遺跡 平
084  西蕪遺跡  縄
085 西蕪南遺跡 縄 平
086 和考お童跡  冷亀 平
087 腰巻遺跡 縄
088 城山上北遺跡 縄 平
089 城山上違跡 縄
090 中丸城跡  中
091 居久保遺跡 縄 平
092 清春白樺美術館南遺跡 縄
093 細久保遺跡 縄
094 後平遺跡 縄 平
095  劫氏二
「
Jヒ

"垂 '本

  和彗  弓『
096 狐平遺跡 縄 平
097 大平遺跡 縄 平
098 下鳥久保遺跡 縄
099 烏久保遺跡 縄
100 高松遺跡 縄
101 上町遺跡 縄 平
102 酒呑場遺跡 縄 古 平
103 東村 A遺跡 縄 平
104 東村 B遺跡 古 平
105 中村遺跡 古 平
106 錨田遺跡  平
107 西村遺跡 古 平
108 中反遺跡  縄  平
109 中丸・藤塚
110 長坂氏屋敷跡  中
111 白山神社前遺跡 平
112 上 ノ屋敷遺跡 縄 平
113 大々神十三塚  中
114 大々神 A遺跡 平
115 大々神 B遺跡 古 平
116 治郎田違跡 古 平
117 頭無 A遺跡 平
118 樫木遺跡 弥 古
119 塚川・ IDp坪遺跡 縄
120 頭無遺跡 (二本木遺跡)縄  古
121 新田遺跡 縄
122 塚之越遺跡 中
123 原町北遺跡 平  中
124 原町遺跡 平
125 _L久通 Jヒ違団卜 牽亀 平
126 塚川の上塁  中
127  下オ寸遺跡
128 塚川十三塚群
129 宮久保違跡 縄
130  下本寸南遺跡  縄
131 泥里西遺跡 縄 平
132 勝見遺跡 縄 平
133 競馬場遺跡 縄 平
134 寺前遺跡 縄 平 中
135 上久通遺跡  縄
136 反田遺跡 縄 平 中
司37 三井氏屋敷跡  中
138 北村違跡 弥 古

139 新居遺跡 縄
140 相吉氏屋敷跡  中
141 相吉遺跡  中
142 上松氏屋敷跡 平
143 下屋敷遺跡 縄
144 清水頭遺跡 縄 古 平
145 向原遺跡 平
146 三つ墓古墳 2 消滅
147 原町農業高校前遺跡 縄
148 三つ墓古墳 3 消滅
149 二つ墓古墳 1 古
150  池之平日召和七是1ヒ封豊

=亦
  糸亀

151 池之平 A遺跡 縄  平
152 向井丹下屋敷跡  中
153 池之平 B遺跡 縄
154 上 国 野 遺 跡  縄  平
155 田中氏屋敷跡  中
156 上 国野 A遺跡 縄  平
157 上 国野 B遺跡  縄  平
158 上 国野 C遺跡  縄  平
159 姥 久保遺跡  平  中
160 日野原違跡  平
161 上 国野原遺跡  縄  平
162 富岡遺跡 近
163 横針遺跡 弥  古
164 大林違跡  縄
165 中込遺跡  縄
166 手 白尾東違跡  縄
167 西屋敷遺跡  古
168 上町南遺跡  縄
169 青宮角西遺跡  縄  古  平
170 青宮角遺跡  古  平
171 長坂上条遺跡  縄  平
172 西 久保遺跡  縄
173 新宿 区健康村遺跡  縄  平
174 長坂下条・藤塚
175 和 田遺跡 弥  平
176 古屋敷遺跡  縄
177 泥里遺跡  縄
178 中込北遺跡  縄
179 渋沢 上町遺跡  縄
180 下屋敷北遺跡  縄  平
181● 柳坪南遺跡  平
182 柳坪北遺跡  縄  弥  平
183● 境原遺跡 弥  平
184  封ヒ本寸ヨ嘘 跡  縄  弥  平
185 酒呑場東遺跡  縄  弥  平
186 山本遺跡  縄
187  封ヒオ寸東遺 I亦  縄   古
188 大久保北遺跡  縄  中
189 天王塚古墳  古
190 池 之平北遺跡  縄  平
191 清水頭北遺跡  縄  平
192 宇干平 の上塁
193 成岡・藤塚
194 馬越場遺跡
195 紺屋遺跡  縄  平
196 治郎 田 Hヒ遺跡  縄
197 竹原遺跡 縄
198 天 白城址  中
199 下原遺跡 縄



第 2章 遺跡をとりまく環境

自 然 環 境

柳坪南遺跡は北緯35度49分58秒、東経138度23分 21秒に、境原遺跡は北緯35度 50分02秒、東経138度 23分

45秒にそれぞれ位置する。遺跡の海抜はそれぞれおよそ 707mと 722mを計り、尾根上の平坦面あるいは

緩斜面に立地する。このような尾根は、第四紀火山の崩壊としては日本列島で最大規模といわれる韮崎岩

屑流によつて形成された八ヶ岳南麓緩斜面を、塩川の支流である鳩川や泉サIIと いつた中小河川にわずかに

浸食されてできたもので、両遺跡が立地する標高 700m付近を境にして、より下流域では浸食力が増大し

段丘崖が発達してくる。つまり両遺跡は、起伏の小さい八ヶ岳南麓斜面が、次第に河川浸食による段丘が

発達しはじめる変換点に立地する。

遺跡の立地する尾根上は主に高原野菜を生産する畑や水田に、低位面はほぼ全面で水田化されている。

遺跡周辺の気候は典型的な内陸型気候であり、気温の日較差 。年較差が大きく、年間降水量およそ1,100

mmと 少ない。高海抜の割に冬季の積雪量は少ないが、多い年では年に数回、30～ 40calの積雪量が観測され

る。

2 長坂町内の遺跡分布
柳坪南と境原の両遺跡の周囲には高密度に遺跡が分布し、発掘調査された遺跡も数多い。柳坪遺跡では

縄文時代中期後半を主とした集落遺跡が確認された
1比
柳新居遺跡では河川改修にともない調査され、縄文

時代中期前半の住居址が数件確認された。県営回場整備事業にともない調査された別当西遺跡
2)ゃ
大八田原

田遺跡
3)で
は、縄文時代後期の集落跡が確認された。柳坪遺跡では弥生時代中期の住居址も確認された。境

原遺跡でも弥生後期の住居址が確認されている。古墳時代では柳坪遺跡で前期の住居址がある。平安時代

の遺跡調査例は多数あり、南新居西遺跡
つ、小和田館跡

5)、

大八田原田遺跡、柳坪遺跡、柳坪南遺跡、境原

遺跡が挙げられる。中世では、国人領主層の館とそれをとりまく集落が確認された小和田館跡や、堀と土

塁が良好に遺存する深草城址がある。

参 考 文 献

1)山梨県教育委員会1975『 山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一北巨摩郡長坂・明野・韮崎地内』
山梨県教育委員会1986『柳坪遺跡』

2)長坂町教育委員会1987『深草遺跡 別当十三塚遺跡 別当遺跡 (第 2次 )糀屋敷遺跡』
長坂町教育委員会1997『別当西遺跡』

3)長坂町教育委員会1989『大八日原田遺跡』
4)長坂町教育委員会1991『南新居西遺跡』
5)長坂町教育委員会1985『小和田館跡』

９

“



田(縄・平)

居 (縄・古・平 )

57渋田 (平 )

坪 A(縄・古・平

1814J,」騨:〒打(平 )
，卜
。氏
ヽ
虫
ｉ
ｎ
引

0       100      200m

図 2 柳坪南遺跡・境原遺跡の位置と周辺遺跡分布図

13



長
坂
イ
ン
タ
ト
チ
ェ
ン
ジ

柳坪南遺跡

図 3 柳坪南遺跡調査区位置図

14



第 3章 柳坪南遺跡の調査

1 平安時代の住居址
調査の結果、平安時代の住居址15件が確認された。

(1号住居址〉(図6,22)(表 2)

位  置 :調査区域西北端 (B-1、 C-1、 C-2区 )に位置する。

検出状態 :遺構北側半分は調査区域から外れている。また遺構南側の壁は排水溝によつて撹乱されている。

平面形態 :平面形態は、明確ではないが東西方向に方形プランの一端が確認できる。

大 き さ i撹乱のため不明。

周  溝 :明確でない。

カ マ ド :南東コーナー付近に炭化物と焼上が広がり、カマ ドの残骸と思われる複数の小礫が確認できる。

(2号住居址)(図7,23,24)(表 3)

位  置 :調査区北端 (A-2、 B-2、 A-3、 B-3区 )に位置する。遺構東側には1号集石遺構が隣接する。

検出状態 :遺構北側約 3分の 1は排水溝によつて撹乱を受けている。

平面形態 :やや隅円の長方形。

大 き さ :住居短軸長は約3.4m、 長軸長に関しては、プラン北側が撹乱を受けており不明。

周  溝 :遺構西側コーナー付近に周溝が見られる。

カ マ ド :住居址南東コーナーにしつかりした石組みのカマ ドがある。

備  考 :遺構中央床面に焼土面が検出されている。遺構西側に大型の礫がいくつか点在している。

(3号住居址)(8,25図 )(表 4)

位  置 :調査区中央部やや東側 (A-4、 A-5区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出されている。遺構内南側に大型の礫が存在する。

平面形態 :長方形。

大 き さ :住居長軸長は約4.4m、 短軸長は約3.4m。 長軸方向はN-18° ―W。

周  溝 :確認されない。

カ マ ド :住居址北西コーナーと南東コーナーそれぞれに、複数の小礫が確認できるがカマ ドの残骸であ

るかどうかわからない。

備  考 :大型の礫が住居内に存在することが特徴的である。この大型礫は地山から床面を突き抜けてい
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ることから、住居が利用されていた段階でも存在したと推定される。柱穴と思われるものがい

くつかある。

(4号 住 居 址 )(図 9,26)(表 5)

位  置 :調査区中央部やや南東側 (A-6、 B-6区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出されている。遺構内南端に大型の礫が 2点存在する。

平面形態 :長方形。

大 き さ :住居長軸長は4.8m、 短軸長は3.2m。 長軸方向はN-15° 一W。

周  溝 :住居壁面には周溝がめぐつているが、東側壁面では明確でない。

カ マ ドi住居址東側にカマ ドがあり、壁面には焼土や炭化物、粘土などが混じつた土が層状に検出され

た。

備  考 :住居内南束端と南西端には大型の礫が存在する。柱穴と思われるものがいくつかある。

(5号住居址)(図10,27,28)(表 6)

位  置 :調査区中央部 (B-5、 C-5区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出されている。北東端に大型の礫が存在する。

平面形態 :遺構形態はほぼ方形を呈する。

大 き さ :住居長軸長は4。 4m、 短軸長は4m。 主軸方向は E-10° ―S。

周  溝 :住居壁面には周溝がめぐる。この周溝は南側壁面中央やや西において約 lm程途切れるが、住

居出入り口ではないかと思われる。なお柱穴は遺構内部の隅に比較的規則的に配置されている

ようだが、この出入り日と推定される部分の周溝端にも柱穴が配置されている。

カ マ ド:遺構東側壁面にはカマ ドがある。多少床面が掘り込まれ、その上に焼土交じりの土が堆積した

遺構も検出されている。

備  考 :遺構内中央部やその周辺にもいくつかピットが検出されている。

(6号住居址〉(図 11,12,13,29,30)(表 7)

位  置 :調査区中央部西端 (D-4、 E-4区 )に位置する。遺構南側の一部は水田の上手により撹乱され

ている。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出されている。

平面形態 :遺構形態は方形を呈する。

大 き さ :一辺が約4.8mのほぼ正方形。主軸方向はほぼ南北に一致する。

周  溝 :壁面全体を周溝がめぐるが、遺構南側壁面の一部では周溝が途切れる。この周溝の途切れ方は、

5号住居址と同様の位置関係。また遺構中央部にはピットがある。

カ マ ド:住居址北側にはカマ ドが検出されている。しっかりしたつくりで、周囲には粘土が張られ、内

部は焼土に覆われている。
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備  考 :住居内に礫が散在している。当調査区においては住居址プランが大型であり、カマ ドも唯―プ

ラン北側につくられるなどの特徴がある。

(7号住居址)(図14,31)(表 8)

位  置 :調査区中央西側 (C-3、 C-4、 D-4区 )に位置する。

検出状態 :この遺構は、14号住居址と12号住居址に切られている。

平面形態 :遺構形態は隅円長方形あるいはほぼ方形を呈する。

大 き さ :長軸長約3.2m、 短軸長約3m、 主軸方向はほぼ束西に一致する。

周  溝 :南側の一部を除きほぼ全周している。

カ マ ド :住居址東側にカマ ドが検出されている。

(8号住居址〉(図15,32)(表 9)

位  置 :調査区中央北側 (B-3、 B-4区 )に位置する。

検出状態 :こ の遺構は 9号住居址を切る。遺構内北側と西北側には大型の礫が存在する。また遺構中央か

ら南東側にかけては集石状に礫が密集する。

平面形態 :遺構形態は長方形を呈する。

大 き さ :長軸長4.4m、 短軸長3.2m。 長軸方向はN-43°―W。

周  溝 :な し。

カ マ ド :確認できない。

備  考 :南壁面に長方形の浅いピットがある。

(9号住居址〉(図15,33)(表 10)

位  置 :調査区中央北側 (B-3、 B-4区 )に位置する。

検出状態 :こ の遺構は 8号住居址に切られる。遺構内北束端には大型の礫が存在する。

平面形態 :ほぼ正方形を呈すると思われる。

大 き さ i長軸長約4m。 短軸長は不明。長軸方向はN-6° 一W。

周  溝 :な し。

カ マ ド :確認できない。

(10号住居址〉(図16,17,34,35)(表11)

位  置 :調査区西側 (D-5、 D-6区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプラン南西部は排水溝により撹乱を受けている。

平面形態 :隅 円長方形。

大 き さ :長軸長約5.2m、 短軸長約3.6m。 主軸方向は E-5° ―S。
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周  溝 :な し。

カ マ ド:東側壁面にカマ ドが検出されている。カマ ド周辺に礫が散在しているが、内部にはあまり礫は

みられない。

備  考 :本遺構は■号住居址を切る。

(11号住 居 址 〉 (図16,17,36)(表 12)

位  置 :調査区西側 (D-5区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランのほとんどが排水溝に撹舌しされたり、10号住居址と切られていて全体像は不明。

平面形態 :長方形か。

大 き さ :不明。

周  溝 :明確でない。

カ マ ド:確認できない。

備  考 :本遺構は10号住居址に切られる。

(12号住居址〉(図 18,19,37,38,39)(表 13)

位  置 :調査区のほぼ中央部 (C-3、 C-4区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出されている。遺構内には多くの礫が散在している。

平面形態 :ほぼ正方形。比較的規則正しく柱穴が配置されている。

大 き さ :長軸長約4m、 短軸長約4m。 主軸方向はN-77° ―E。

周  溝 :な し。

カ マ ド:遺構東壁面にカマ ドが存在。大型の礫を組み上げたしっかりしたつくりである。カマ ド周辺の

散在する礫はカマ ド構成礫の一部であろう。

備  考 :本遺構は 8号住居址、14号住居址、 7号住居址を切る。

(13号住居址 )(図20,40)(表14)

位  置 :調査区の最南端 (B-8、 C-8区 )に位置する。一部調査区域外に位置する。

検出状態 :住居南側が調査区域外となっているため遺構の全体は明らかになつていない。遺構内南西に大

型の礫が存在する。

平面形態 :正方形に近い方形を呈すると思われる。

大 き さ :長軸方向は不明であるが、東西の一辺は約4.4m。

周  溝 :な し。

カ マ ド:確認できない。

(14号住居址〉(図11,41)(表15)

位  置 :調査区西側 (C-4、 D-4区 )に位置する。
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検出状態 :遺構の大半は6号住居址によつて切られているため遺構の形状はほとんど確認できない。

平面形態 :正方形に近い方形と思われる。

大 き さ :不明。

周  溝 :あ り。

カ マ ド:確認できない。

備  考 :本遺構は6号住居址、12号住居址に切られる。

(15号住居址)(図 11,42,43)(表 16)

位  置 :6号住居址と重複して検出された。

検出状態 :竪穴のプランは6号住居址にはぼ重なリー致する。

平面形態 :長方形。

大 き さ :長軸長5.5m、 短軸長4.8m。 長軸方向はほぼ南北に一致する。

周  溝 :な し。

カ マ ド:確認できない。

2集 石 遺 構

(1号集石遺構〉(図 21)

位  置 :調査区北東端 (A-3区 )に位置する。

検出状態 :遺構の北西側は排水溝により撹乱されている。

平面形態 :3m× 2mほどの範囲に拳大から直径lmほ どまでの様々な大きさの礫が密集していた。集石の中

心には深さ35cmほ どのはりこみがあり、覆土にはロームブロックが多量に合まれていた。

大 き さ :長軸長3.3m、 短軸長2.3m。

備  考 :遺構の性格は明らかでないが、住居址の一部になる可能性もある。

整
理
作
業
風
景
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図4 柳坪南遺跡全体図
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3 遺 物 (図 22～45)

表 2 1号 住居址遺物観察表 (図 6.22)

表 3 2号 住居址遺物観察表 (図 7.23.24)

表 4 3号 住居址遺物観察表 (図 8.25)

番
号 種  類

器
形

大  き  さ (cm)
止 色調

t界吾; 調 整 特 徴 残存率
器高・口径・底径

1 土 師 器 」rF 47(138)56 スコリア 暗褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切 り、ヘラ削り
459/9

上 師 器 杯 ― (160)一 スコリア 暗責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 10%

土 師 器 邦 ― (140)一 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 30%

土 師 器 郷 ― (156)一 スコリア 赤褐色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 10%

土 師 器 邦 ― (120)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 20%

上 師 器 邦 ― (130)一 スコリア 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%

7 土 師 器 邦 ―  (打 36)一 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 暗 文 10%

上 師 器 皿 24 134 スコリア 黒褐色
(内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
70%

土 師 器 鉢 ― (338)一 石英。長石・雲母 暗赤福色 (内 )ヨ コ昂」毛目 (タト)タ テ厨け毛目 30%

上 師 器 郷 ― (150)一 石英。長石・雲母 褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 209/9

11 上 師 器 皿 (30)(140)一 石英。長石・雲母 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 209/9

灰釉陶器 郵 ―  ― (50) 白色粒 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 高台 20%

1 土 師 器 郷 55(144)50 石英。長石・雲母 黒褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
45%

土 師 器 邦 61(176)(70) 石英。長石・雲母 灰褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内 黒 10%

土 師 器 郵 (42)(137)一 石英・長石・雲母
暗福色～

黒褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

墨書・内黒

暗文
20%

土 師 器 不 (40)(170)一 石英・長石・雲母 暗灰色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

土 師 器 郷 ( 30)(123) 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 小 片

上 師 器 不 (40)(134)一 石英・長石・雲母
スコリア

暗褐色 (内 )ロ ク ロナ デ (外 )回 クロナ デ 20ワち

7 上 師 器 不 (30)(160)一 石英。長石・雲母 赤褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 小 片

上 師 器 郷 (25)(134う
石英。長石・雲母
スコリア

暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 15%

土 師 器 邦 (20)(160)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 卜片

上 師 器 不 石英 。長 石・雲母 暗褐色 (底 )回転糸切 リ 20%

土 師 器 甕 (91)(100)(52) 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
40%

土 師 器 甕 ― (188)一 石英。長石・雲母 暗褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 10%

土 師 器 甕 ― (160)一 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )回 クロナデ、クシロ 10%

土 師 器 甕 一  ― (86) 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (外 )タ テ刷毛目 (底 )木葉痕 59/9

1 土 師 器 皿 (21)(140)一 石英・長石・雲母 黒褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )回 クロナデ 内黒 小 片

表 5 4号 住居址遺物観察表 (図 9.26)

1 土 師 器 不 42 128 52 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )回転糸切 リ
70%

2 土 師 器 甕 ― (290)一 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ用J毛 目 (外 )タ テ刷 毛 目 10%

3 土 師 器 不 (35)(120)一 スコリア 赤福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 15%

土 師 器 不 (45)(140)一 スコリア 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 35%

９
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番
号 種  類

器

形

大  き  さ (cm)
胎 土 色調

t界冨; 調 数
エ 特   徴 残存率

器高 。日径・底径

5 土 師 器 郷 ( 33)(120) スコリア 赤褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 墨書 15%

上 師 器 郷 ―  ― (56) スコリア 暗褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
暗 文 小 片

表 6 5号 住居址遺物観察表 (図 10.27.28)

1 上 師 器 郷 43(11 6) 54 石英・長 石・雲母 暗灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
内黒 409ち

土 師 器 杯 ( 41)(140) スコリア 暗赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 暗 文 309/9

土 師 器 イ (40)(140)一 石英。長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 暗 文 小 片

土 師 器 皿 (25)(130)一 石英。長石・雲母
スコリア

赤福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 209ち

5 土 師 器 甕 ― (138)一 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )口 縁部 ヨコ刷毛日 (外 )タ テ刷毛目 10%

土 師 器 甕 ―  -  80 石英・長石。雲母 暗褐色
(内 )ヨ コ用1毛 目 (外 )タ テ刷毛目

(底 )木葉痕
10%

土 師 器 不 スコリア 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切 り、ヘラ削 リ
内黒 暗文 65%

土 師 器 不 スコリア 暗褐 色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
70%

土 師 器 不
石英・長石・雲母
スコリア

暗灰色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )ヘ ラ削リ
内黒 60%

土 師 器 不
(51)(144)  一 石英・長石・雲母

スコリア
黄褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 30%

土 師 器 不 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削り
60%

土 師 器 イ (50)(14_2) 一 石英・長石・雲母 灰 色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ 30%

上 師 器 不 (4 3Xl1 4)一 石英・長 石・雲母 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 15%

土 師 器 不 (43)(170)一 石英・長石・雲母 暗責 褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 30%

土 師 器 不 (36)(126) 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

上 師 器 不 (48)(160)一 石英・長石・雲母 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

土 師 器 不 (32)(146)一 スコリア 暗赤褐色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ 15%

土 師 器 郷 (40)(136)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 30%

上 師 器 不 ( 3 5)(12 4) 石英。長石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 20%

土 師 器 杯 (27)(138)一 石英。長石・雲母 赤福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 墨書 30%

土 師 器 郷 (28)(140)一 石英・長 石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 15%

土 師 器 不 (31)(123)一 石英。長石・雲母 暗黄禍色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内 黒 15%

上 師 器 不 一  ― (48) 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )回転糸切 リ
小 片

上 師 器 郷 ―  ― (60) 石英
。長石・雲母

スコリア
責福色

(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切 リ
20%

上 師 器 皿
石英。長石・雲母
スコリア

責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )ヘ ラ削リ
60%

上 師 器 養 一  ― (90) 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (タト)タ テ用J毛 目

(底 )木葉痕
5%

土 師 器 甕 ―  ― (80) 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ用1毛 目 (外 )タ テ刷毛目

(底 )木葉痕
5%

表 7 6号 住居址遺物観察表 (図 11.12.13.29.30)

1 土 師 器 皿 スコリア 暗褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
暗 文 80ワろ

2 土 師 器 甕 123 石英・長石・雲母 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
409/9

土 師 器 詈 (152)(180)(78) 石英 。長石・雲母 暗責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ヨ コ刷毛目

(底 )回転糸切 り
209/●

土 師 器 郷 石英。長石・雲母 責褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

底)回転糸切 リ
内黒 809/●

土 師 器 不 石英・長石・雲母 暗灰色
内)ロ クロナデ (外 )回 クロナデ

底)回転糸切 リ
墨 書 内黒 60%

９
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番
号 種  類

器
形

大  き  さ (cm)
胎 土 色調

t界冨; 調 整 特   徴 残存率
器 高・口径・底径

6 土 師 器 不 132 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ却Jリ
墨書 暗 文 60ワる

土 師 器 不 40(114)(56) 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )ヘ ラ削リ
墨書 内黒 309/●

土 師 器 不 (36)(130)(56)
石英・長石・雲母
スコリア

赤福色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削り
暗 文 15%

土 師 器 不 (35)(120)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 暗 文 10%

土 師 器 不 (40)(112)一
石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 10%

上 師 器 郷 (45)(188) スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 209/9

土 師 器 郷 (36)(120)一 石英。長石・雲母 黒褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 暗 文 10%

土 師 器 郷 (39)(134)一 スコリア 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 10%

土 師 器 郷 (32)(160)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 20%

土 師 器 邦 (35)(128)一 石英 '長石・雲母 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 8%

土 師 器 イ (45)(148)一 石英。長石・雲母 責禍色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 10%

土 師 器 郷 (32)(132)一
石英。長石・雲母
スコリア

責褐色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ 20%

上 師 器 イ (34)(126)
石英・長石・雲母
スコリア

暗灰色 (内 )ロ クロナデ (外)ロ クロナデ 内黒 20%

上 師 器 不 (38)(136)一
石英・長石・雲母
スコリア

灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20ワろ

土 師 器 不 (40)(148)一 石英・長石・雲母 暗灰褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 5%

21 土 師 器 不 (3 4Xl1 6)
石英。長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%

土 師 器 不 ( 36)(136)
石英 '長石・雲母
スコリア

暗灰褐色 (内 )ロ クロナデ、ヘラ磨キ (外 )ロ クロナデ 20%

土 師 器 不 (25)(128)一 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%

土 師 器 不 ( 35)(130) 石英。長石・雲母 暗福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内 黒 10%

土 師 器 不 一  ― (58) 石英
。長石・雲母

スコリア
赤福色

(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
内 黒 30%

上 師 器 不 ―  ― (56) 石英。長石・雲母 灰白色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
20%

土 師 器 郷 ―  ― (50) 石英・長石・雲母 暗灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 309/9

土 師 器 不 一  ― (44) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )ヘ ラ削リ
209/9

土 師 器 不 ―  ― (56) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )ヘ ラ削り
墨書 209ろ

土 師 器 杯 ―  -  44 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
墨書 卜片

土 師 器 不 スコリア
明灰色

赤褐色
(内 )ロ クロナデ (底 )回転糸切 リ 墨書 小 片

土 師 器 皿 ―  ― (61) スコリア 赤禍色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )回転糸切 リ
墨書 小 片

土 師 器 皿 一  ― (90) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
墨書 暗文 小 片

土 師 器 皿 28 136 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削り

墨書

デ 巻状暗文
909/9

土 師 器 皿 (29)132(64) 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 塁書 内黒 409/9

土 師 器 皿 (22)(136)(30) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )ヘ ラ削リ
25%

土 師 器 皿 (28)(130)(50) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラタタキ

(底 )ヘ ラ削リ
30%

土 師 器 皿 (18)(132)一 石英。長石・雲母 黄褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%

土 師 器 皿 (26)(160)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 20%

土 師 器 皿 (22)(160)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 暗 文 10%

土 師 器 皿 (20)― (140) スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 20%

土 師 器 皿 (21X136)一 石英・長石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 10%

土 師 器 皿 (23)(160)一 ス コ リア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%
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番

号 種  類
器
形

大  き  さ (cm)
土 色調

t宋冨; 調 敢
〓 時 徴 残存率

器高・口径・底径

土 師 器 ―  ― (80) 石英
・長石・雲母
スコリア

明責褐色
(内 )ヨ コ昂」毛目 (外 )タ テ昂J毛 目

(底 )木葉痕
10%

土 師 器
土暴

円盤

縦  横  厚さ
1 0   1 9  0 45

スコリア 赤褐色 再 製 品 1007

表 8 7号 住居址遺物観察表 (図 14。 31)

表 9 8号 住居址遺物観察表 (図 15.32)

表10 9号住居址遺物観察表 (図 15.33)

表11 10号住居址遺物観察表 (図 16.17.34.35)

1 上 師 器 郭 42 116 64 石英。長石・雲母 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
亥」書 暗文 75%

土 師 器 郷 石英。長石・雲母 暗褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
墨書 30ワる

土 師 器 甕 -   26 0  23 2 石英 。長 石・雲母 赤褐色 (内 )ヨ コ昂」毛目 (タト)タ テ昂1毛 目 5%

1 土 師 器 郷 (32)(160)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 暗 文 10%

2 土 師 器 皿 (25)(142)一 スコリア 赤福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 209ろ

上 師 器 ? 一  ― (64) 石英。長石・雲母 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
20%

上 師 器 甕 - 290 - 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂」毛目 (外 )タ テ刷毛目 5%

1 土 師 器 郷 (42)(156)一 石英。長石・雲母
スコリア

褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 15%

土 師 器 郷
石英。長石・雲母
スコリア

黄福色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り、クシロ
内黒 20%

1 上 師 器 イ 32 138 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
20%

土 師 器 邦 (28)160 - 石英・長石・雲母
スコリア

暗責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 小 片

上 師 器 イ (30)(140)一
石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

4 上 師 器 郷 (25)(140)一 スコリア 赤褐色 内)ロ クロナデ (外 )回 クロナデ 10%

土 師 器 郷
石英・長石・雲母
スコリア

暗赤褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

底)ヘ ラ削リ
30ワち

灰釉陶器 鉢 ―  ― (76) 白色粒
黒色粒

暗灰色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

底)回転糸切 リ
209/9

7 須 恵 器 不 (35)(144)一 白色粒 灰 色 内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 200/9

土 師 器 不 52(152)60 スコリア 暗褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

底)回転糸切 リ
亥」書 600/9

土 師 器 郷 4 2 (13 2) 4 8 スコリア 赤褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

底)糸切 り、ヘラ削り
墨書 70%

土 師 器 邦 42(136) 62 石英・長石・雲母 暗褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

底)回転糸切 リ
459ろ

11 土 師 器 不 40(134)(50)
石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

底)ヘ ラ削リ
300/9

土 師 器 郷 (35X120)(60) 石英・長石・雲母 暗褐色 内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 暗文 30ワι

上 師 器 邦 41 130  50 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色
内)ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

底)ヘ ラ削リ
昌書 90ワι

上 師 器 ? (48)(168)
石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 209/9

土 師 器 邦 (38)(130) スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 10%

土 師 器 郷 (36)(134)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 10%

土 師 器 邦 (25)(136)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )回 クロナデ、ヘラ削リ 10%

上 師 器 杯 (37)(108)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 小 片

９

２



番
号 種  類

器
形

大 き さ (cm)
胎 土 色調

t環目 調 数
三 特   徴 残存率

器高・回径・底径

土 師 器 郷 (30)(134)一 石英。長石・雲母
スコリア

責福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%

土 師 器 郷 (23)(140)一 石英・長石・雲母 黒褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 10%

土 師 器 不 ―  ― (50) スコリア 責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削り
300/●

土 師 器 不 ―  ― (68) 石英
・長石・雲母
スコリア

赤 褐 色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
209/9

土 師 器 イ ―  ― (54) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )回転ヘラ削リ
30%

土 師 器 不 スコリア 明責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 昌 書 小 片

土 師 器 皿 ―  -  50 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転ヘラ削リ
20ワろ

土 師 器 皿 ―  ― (40) 石英
・長石・雲母
スコリア

暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
209/9

土 師 器 奎 ― (318)一 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ヨ コ昂1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

土 師 器 甕 ― (190)一 石英・長石・雲母 責褐色 (内 )ヨ コ用1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 10%

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 黄褐色 (内 )ヨ コ用J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 10%

表12 11号住居址遺物観察表 (図 16.17.36)

1 土 師 器 イ (4 5Xll l)(48) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
10%

表13 12号住居址遺物観察表 (図 18.19.37.38.39)

1 土 師 器 不 石英・長石・雲母 茶褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
内黒 暗 文 600/9

2 上 師 器 不
石英。長石・雲母
スコリア

暗赤褐色
(内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
70%

3 土 師 器 郷 (35)150 - 石英 。長 石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 昌書 内黒 20%

4 土 師 器 郷 (39)116 - 石英・長石・雲母
スコリア

責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 35%

5 土 師 器 甕 173 156  74 石英。長石・雲母 責褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ヨ コ刷毛目

回転糸切 リ
80ワち

6 土 師 器 郷
石英。長石・雲母
スコリア

暗褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転糸切 り
内黒 暗文 70%

7 土 師 器 不 石英。長石・雲母 暗褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転糸切 り
内黒 50%

8 上 師 器 郷 55156(60) スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 30%

9 土 師 器 不 44 11 8  54 スコリア 暗褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削り
50%

土 師 器 不 (48)151  42 石英・長石・雲母 暗褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ磨キ 内黒 高台 600/9

土 師 器 杯 (40)(110)一 石英。長石・雲母 暗灰色 (内 )ロ クロナデ、ヘラ磨キ (外 )ロ クロナデ 30%

土 師 器 郷 (33)(160)一 石英・長石・雲母 黄褐色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ 10%

土 師 器 イ (35)(160)一 石英・長石・雲母
スコリア

黄褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

土 師 器 不 (32)(140) 石英。長石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 209/9

土 師 器 郷 (40)148  - 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 30%

土 師 器 邦 (35)116 - スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )糸切 リ
20ワろ

17 土 師 器 郷 (27)(140)一 石英・長 石・雲母 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )回 クロナデ、ヘラ削り 15%

土 師 器 不 (30)(120) スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 昌 書 10%

土 師 器 不 (41)(166)一 石英。長石・雲母 暗責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ
墨書・内黒
暗文

20%

上 師 器 郷 (42)(134)一 石英。長石・雲母 黒褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

土 師 器 邦 (32)(128)一 石英・長石・雲母 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内 黒 15%

土 師 器 郷 (40)(170)一 石英・長石・雲母
スコリア

暗褐色 (内 )ロ クロナ デ (外 )ロ ク ロナ デ 内黒 20%

土 師 器 邦 (36)(128)一 石英・長石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 35%
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番

号 種  類
器

形

大  き  さ (cm)
胎 土 色調

t環唇; 調 撤
〓 特   徴 残存率

器高・口径・底径

土 師 器 郷 (44)(70)一 石英・長石・雲母
スコリア

責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内 黒 409/9

土 師 器 不 (28〉 (124)一 石英・長石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ
内黒
口縁に溝

10%

土 師 器 郷 ―  -  52 石英・長石・雲母 責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
内黒 209/9

土 師 器 不 ―  -  56 石英・長石・雲母 責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 30%

土 師 器 郷 一   -   54 石英・長石・雲母
スコリア

責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 20%

土 師 器 邦 一  -  70 石英・長石・雲母 責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
塁書  内黒 15%

土 師 器 不 石英・長 石・雲母 責褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 30ワる

土 師 器 郭 ―  -  60 石英。長石・雲母 赤褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転ヘラ削リ
内黒 300/9

土 師 器 皿 ス コ リ ア 赤褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

糸切 り、ヘラ削リ
909ち

土 師 器 皿 52 石英 。長石・雲母 黒褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転糸切 り
内黒 909/・

土 師 器 皿 27 130 スコリア 暗福色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
ヘラ削リ

50%

土 師 器 皿 26 140 スコリア 責褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
ヘラ削り

50%

土 師 器 皿 25 138 スコリア 赤福色
内

底

回クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
ヘラ削り

30%

土 師 器 皿 28 132 石英・長石・雲母
スコリア

晴 褐 色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
ヘラ削り

50%

土 師 器 皿 (20)(132)一 石英・長石・雲母
スコリア

茶褐色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 15%

土 師 器 皿 (20)(140)一 石英・長石・雲母
スコリア

薄 茶 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 15%

上 師 器 皿 (23)(136)一 石英・長石・雲母 黒褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )回 クロナデ 小 片

土 師 器 皿 (22)(140)一 石英・長石・雲母 黄褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 10%

土 師 器 皿 (23)(132)一 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 墨書 15%

土 師 器 皿 (22X124)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 墨書 20%

44 土 師 器 養 142 132 石英・長石・雲母 暗赤褐色
内

底

回クロナデ (外 )ロ クロナデ

回転糸切 リ
40%

土 師 器 甕 92 108 石英・長石・雲母 暗赤褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転糸切 リ
309/9

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転糸切 リ
10%

土 師 器 鉢 石英。長石・雲母 黒褐色
(内 )ヨ コ用」毛目 (外 )タ テ刷毛目

(底 )木葉痕
45%

土 師 器 鉢 -   25 2   - 石英。長石・雲母 黄褐色 (内 )ヨ コ昂」毛日 (外 )タ テ刷毛目 15%

土 師 器 鉢 ? ―  -  90 スコリア 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
10%

灰釉陶器 蓋 32 146 白色粒 緑灰色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 50%

灰釉Ft器 郷 白色粒 緑灰色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
30%

灰釉陶器 郷 (42)(184)一 白色粒 緑 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 20%

灰釉陶器 鉢 ―  -  90 白色粒 明緑色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
15%

表14 13号住居址遺物観察表 (図 20.40)

1 土 師 器 不
石英・長石・雲母
スコリア

明赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
909ろ

2 土 師 器 イ (38)(118)、 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ飾 り 暗 文 10%

3 土 師 器 不 (38)(160)一 石英。長石・雲母
スコリア

黄灰掲色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 暗文 15%

土 師 器 不 (28)(116)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 塁書 暗文 10%
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番
号 種  類

器
形

大 き さ (cm)
胎 土 色調

t宋冨; 調 整 特   徴 残存率
器高・口径・底径

5 土 師 器 郷 (36)(124)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 暗 文 10%

6 土 師 器 郷 (34)(136)一
石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 209/9

7 土 師 器 邦 ―  ― (66) 石英・長 石・雲母 暗責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )糸切 リ
暗 文 20ワる

8 上 師 器 皿 (22)(152)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 暗 文 10%

9 土 師 器 皿 (20)(148)一 スコリア 責褐色 (内 )回 クロナデ (外 )ロ クロナデ 8%

表15 14号住居址遺物観察表 (図 11.41)

1 土 師 器 イ 53 146 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )糸切 り、ヘラ削リ
暗 文 90%

表16 15号住居址遺物観察表 (図 11.42.43)

1 土 師 器 邦 (37)(11 2)(56) ス コ リア 赤褐色 (内〉ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 暗 文 25%

2 上 師 器 イ ― (168)一 石英・長石・雲母 黄褐色 (内〉ロクロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 15%

3 上 師 器 郷 (38)(128)一 石英・長石・雲母
スコリア

暗責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 15%

4 土 師 器 邦 (40)(144)一 石英・長石・雲母
スコリア

暗褐色 (内〉ロクロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

5 土 師 器 不 (35)(134)一 石英・長石・雲母
スコリア

責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

6 土 師 器 郭 (31)(130)一 石英・長石・雲母 灰褐色 (内 ロクロナデ (外 )ロ クロナデ 内 黒 20%

7 土 師 器 不 ス コ リ ア 赤褐色
内

底

回クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

糸切 り、ヘラ削リ
70%

8 土 師 器 邦 一  ― (54) 石英・長石・雲母 責褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 小 片

9 土 師 器 奎 一  ― (62) 石英。長石・雲母 暗赤褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、クシロ

糸切 リ
10%

表17 表 採 遺物観察表 (図 44)

1 上 師 器 郷
石英・長石・雲母
スコリア

赤福色
(内〉ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
(底 )糸切り、ヘラ削リ

暗 文 80%

2 土 師 器 イ 40 128 ス コ リ ア 赤禍色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 小 片

3 上 師 器 イ (30)(120)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤禍色 (内 )ロ クロナデ (外)ロ クロナデ、ヘラ肖Jり 墨書 15%

4 土 師 器 邦 (42)(136)一 石英・長石・雲母 責福色 (内 )ロ クロナデ、クシロ (外 )ロ クロナデ 内黒 20%

5 土 師 器 郷 ―  ― (50) スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )糸切 り、ヘラ削 リ
30%

6 土 師 器 郷 ―  ― (66) 石英・長石・雲母 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )糸切 リ
内黒 30%

7 土 師 器 邦 ―  ― (56) 石英・長 石・雲母 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 40%

8 土 師 器 皿 125 石英・長石・雲母 茶褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
内黒 80%

9 灰釉陶器 郷 ―  ― (96) 白色粒 灰 色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
20%

表18 調査区北遺物観察表 (図 45)

1 須 恵 器 士空 白色粒・黒色粒 灰白色 (内 )ロ クロナデ、ヘラ調整 (外 )ロ クロナデ、クシロ 10%

2 須 恵 器 一里 ― (394)一 白色粒 灰 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 5%

3 土 師 器 蓋 44 160  - スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 暗 文 95%

4 土 師 器 甕 -   25 4   - 石英・長石・雲母 暗赤福色 (内 )ヨ コ昂1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 5%
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Ｎ
一

S
70■ 4

暗褐色土層(1)

暗褐色土層(2)

黒褐色土層

粘質明黄褐色土層

(ハ ー ドローム)

0                50cm

図 5 基本層序

N

▽

0         1         2m
図6 1号住居址実測図/土器分布図
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Ｎキ

③

髯

① 暗褐色土、不緊密、しまりあり、小礫

② 黒褐色土、緊密

③ 黄褐色土、日―ム多量、不緊密、しまりあり

④ 回―ムブロック混入、不緊密、しまりあり

ギ

翻

①l

図7 2号住居址実測図/土器分布図
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熱

Ｎ
†

移

>
0      1       2m

① 暗褐色土、

② 黒褐色土、

③ 黄褐色土、

④ 責褐色土、

⑤ 黒褐色土、

⑥ 暗褐色上、

緊密、しまりあり、小礫

緊密、礫

ローム多量、不緊密、しまりなし

炭化物少量、緊密、しまり非常に強い、礫多量

ローム少量、不緊密

不緊密

図 8 3号 住居址実測図
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① 暗褐色土、不緊密

② 黒褐色上、不緊密

③ 黒褐色上、ローム少量、不緊密

④ 黄褐色土、ローム少量.緊密、しまりあり

⑤ 黒褐色上、不緊密、しまりなし、礫

⑥ ロームブロック

⑦ 灰白色、粘土

図9 4号住居址・カマド実測図/土器分布図

彰 3

o       1       2m

カマ ド

① 暗褐色土、不緊密

② 暗黄褐色上、ローム少量

③ 茶褐色上、焼土混入

④ 黒褐色上、炭化物・焼土混入

⑤ 原色土、緊密、白色粘土混入

⑥ 焼上

Ｕ腱
Ц
ｂ

f_

t_

0            1m
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◎
◎

N

ワ 0

W
＼、感

鍵鮒

暗褐色土、不緊密

暗褐色上、国―ム少量、不緊密

黒褐色上、焼土混入、不緊密

黒褐色上、炭化物混入、不緊密

暗褐色上、焼土混入、不緊密

0        1        2m

Ｆ
孔

一
　

①

②

③

④

⑤

Ｂ弥一

M3

M
5

Ｎ
†

Ｏ
③

○
◎

　

○

図10 5号住居址実測図/土器分布図
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N

14号住居

6号住居 (15号住居 )

0      1       2m

① 暗褐色土、不緊密

② 暗褐色上、ローム少量、焼土混入、不緊密

③ 黒褐色上、ローム微量、不緊密

④ 責褐色上、ローム少量、不緊密

⑤ 責褐色土、ロームブロック混入、不緊密

⑥ 灰白色、粘土

図11 6号住居 (15号住居 )。 14号住居址実測図
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キo
人
Ｖ
Ｉ

ユ

ユ

の

ぽエ

① 暗褐色、粘土

② 暗褐色、ローム少量

③ 黄褐色、ローム・粘土少量

④ 責褐色、回―ム・焼土少量

⑤ 赤褐色、焼土

E

図12 6号住居址カマ ド実測図

ｉ
ド
潟
ゲ
鈍

Ａ
Ｖ
Ｉ

帝　『脚慟〕伊単　Ｆ峠

＼3″

ヒ

つ
０

ω
肉

幻



１‐

．．
．

Ｂ仰一 1・

0        1        2m

V37
＼こ¬ ~宝

1
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図13 6号住居址土器分布図



□幾
Ｎ
†

F

カマド

3

① 暗褐色土、不緊密

② 暗責褐色上、回―ム少量、不緊密

③ 黒褐色上、不緊密

④ 黄土色、不緊密

カマ ド

① 焼土

② 黄褐色上、日―ム少量、焼土多量

③ 責褐色土、ローム少量、焼土少量

④ 責褐色土、国―ム少量、焼土微量

⑤ 暗褐色土、不緊密

⑥ 黄褐色土、ローム少量

⑦ 黒褐色土、不緊密

0       1        2m

図14 7号住居址実測図/土器分布図

V

Ｎ
†

プ

ミノ
③ 責褐色上、回―ム混入、不緊密

④ 責褐色上、ローム少量、
ロームブロック混入、不緊密

⑤ 責褐色上、ロームブロック混入、

不緊密

⑫亀鰐至

① 暗褐色上、不緊密

② 黒褐色上、不緊密

③ 責褐色上、回―ム混入、

④ 責褐色上、ローム少量、

図15 8号・9号住居址実測図/土器分布図
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て

、 Ｎ†11号住居址

10号住居址

暗褐色上、礫少量、不緊密

暗褐色土、ローム微量、礫微量、不緊密

黒褐色土、焼土微量、不緊密

黒褐色上、焼土微量、炭化物混入

暗責褐色土、ローム少量、ロームブロック混入

暗褐色土、不緊密

黄褐色上、ローム少量、焼土微量、粘土ブロック混入

rミ   1

OJ
Ａ

一

0

q廷
ラ

⇔
．く
窮

炭化物
土

o       1       2m

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

人
Ｖ
Ｉ

】
）
》
〕軌

_E

_E

F

・   ② 暗褐色上、焼土混入、緊密、
③ 暗褐色上、焼土少量、緊密

④ 褐色土、焼土・炭化物混入、

⑤ 赤褐色上、焼土多量、緊密、

しまりあり

ロームブロック多量、しまりあり

しまりなし

図16 10号住居址・カマド実測図/11号住居址実測図

① 明褐色土 (耕作土)
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11号住居址

〕      1       2m

繭

⊂)10号
住居址

38

図17 10号 。11号住居址土器分布図



ワ

―
⑤ 彎イ

③ osο
 O諏O

① 暗褐色土、不緊密 r
② 暗責褐色土、ローム少量、

不緊密

③ 暗褐色土、ローム少量、不緊密

④ 責褐色土、日―ム少量、ロームブロック混入、

不緊密

カマ ド

① 明褐色土、ローム少量、

緊密、しまりあり   ◎

② 暗褐色土、ローム少量、

不緊密、しまりなし

③ 暗褐色土、焼土混入、

不緊密

④ 明褐色土、ローム

炭化物混入、緊密

⑤ ロームブロック

⑥ 暗褐色土、緊密、
しまりあり

Ｎ†

瞬
思
ヒ
一

0                 1,m
図18 12号住居址・カマ ド実測図
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ぽ
∞

A

22

2m

一麟割

）鑓

）観

40

図19 12号住居址土器分布図



面

①暗黄褐色上、ローム混入、不緊密

②暗褐色上、ローム微量、不緊密

③責土、ローム混入、不緊密

図20 13号住居址実測図/土器分布図

① 暗褐色上、ロームブロック多量、

緊密、 しまりなし
② ローム(地山)礫多量

O 2m

0        1        2m
図21 1号集石遺構

刀
仕



氏
言 蛋 ぎ て て 瞬 頭 軍

三
巧
77

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
剛

カ マ ド

悠二r衛

「

X0
図22 1号住居址出土遺物 〔1/3〕

倒
12

図23 2号住居址出土遺物(1) 〔1/3〕

42

に 娃 動 10



一
一一
一一
一
一

2号住居址出土遺物(2)〔 1/3〕

図26 4号住居址出土遺物 〔1/3〕

図25 3号住居址出土遺物 〔1/3〕

ミ

監

カ マ ド

図27 5号住居址出土遺物(1)〔 1/3〕
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▼千 ―/＼Ⅳ姦

図28 5号住居址出土遺物(2)〔 1/3〕

44



カ マ ド

図29 6号住居址出土遺物(1)〔 1/3〕
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くこと二

'31

032

―

(正 )一

ー

土製円盤

44

1図30 6号住居址出土遺物確)〔 V3〕

46

図31 7号住居址出土遺物 〔V3〕



図32 8号住居址出土遺物

4

〔1/3〕

図33 9号住居址出土遺物 〔1/3〕

カ マ ド

氏
ミ
〔

「

::::::鵞蔭蔭蔭藍藍藍藍
壽
発
夕

12

図34 10号住居址出上遺物(1)〔 1/3〕
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図35 10号住居址出土遺物(2)〔 V3〕

k

図36 11号住居址出土遺物 〔1/3〕
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カ マ ド

図37 12号住居址出土遺物(1)〔 1/3〕
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図38 12号住居址出土遺物(2)〔 1/3〕
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図39 12号住居址出土遺物俗)〔 1/3〕

図40 13号住居址出土遺物 〔V3〕

14号住居址

出土遺物 〔V3〕
寸　
即

5 カ マ ド

15号住居址出土遺物(1)〔 V3〕
図41
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図43 15号住居址出土遺物(21〔 1/3〕

図44 表採遺物 〔V3〕

図45 調査区北出土遺物 〔1/3〕
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図46 境原遺跡調査区位置図
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第 4章 境原遺跡の調査

調査|の結果、A区では平安時代の住居址5件が、B区では弥生時代の住居址 2件と平安時代の住居址4

件がそれぞれ確認された。他には、縄文時代中期後半の埋設土器と土坑がある。

(1号住居址 〉 (図50,51,66)(表 19)

位  置 :調査区北端 (J-6、 J-7区)に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出された.。

平面形態 :長方形。

大 き さ :長軸長4.9m、 短軸長4.5m。 長軸1方向はN-15°一W。

周  溝 :カマド付近を除きほぼ全周する。

カ マ ド:住居llL南束コーナーに石組みのしっかりしたカマドが確認された。

備  考 11号溝に切られている。

(2号住居址〉(図52,53,67)(表 20)

位  置 :調査区北側 (J-6、 J-7、 I-6、 I-7区)に位置する。
検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出された。

平面形態 :長方形。

大 き さ :長軸長4.6m、 短軸長4.Om。 長軸方向はN-25°―E。

周  溝 :カマド付近を除きほぼ全周する。
カ マ ド:住居址南東コーナーに|カマドがある。また東1側ほぼ中央の壁際にも、

たカマドの残骸と思われる礫や焼土が散在している。

備  考 :住居址の南側に向かって、住居の拡張があつたと思われる。

(3号住居址〉(図 54ィ68)(表21)

位  置 :調査区ほぼ中央西よりに位置する (I-6区 )。
検出状態 :遺構北西側は調査区外にある。

住居拡張前に使用してい



平面形態 :長方形を呈すると思われる。

大 き さ :長軸長不明、短軸長2.9m。

月  溝 :確認できない。

カ マ ド:住居址南東側の壁際にカマ ドがある。

(4号住居址)(図 55,69)(表 22)

位  置 :調査区南寄り (H-6、 H-7区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出された。

平面形態 :長方形。

大 き さ :長軸長3.9m、 短軸長3.2m。 主軸方向は E-28°―S。

周  溝 :カマ ド付近を除きほぼ全周する。

カ マ ド:住居址南東側壁際に石組みのしつかりしたカマ ドがある。

備  考 :住居址床面中央からカマ ド付近にかけて炭化物がやや濃密に分布。

(5号住居址)(図 56,57,70)(表 23)

位  置 :調査区南端 (H-7、 G-7区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出された。

平面形態 :正方形に近い。

大 き さ :長軸長3,9m、 短軸長3.7m。 長軸方向は E-18°―S。

周  溝 :カマ ド付近を除きほぼ全周する。

カ マ ド:住居址南束の壁際にカマ ドの掘り込みが検出された。

備  考 :住居址床面中央からカマ ド付近にかけて炭化物がやや濃密に分布。

2 土坑

(1号土坑〉(図 59)

位  置 :調査区南寄り (H-7区 )に位置する。

平面形態 :ほぼ円形。

大 き さ :直径約1.Om、 確認面からの深さ約1.Om。

(2号土坑〉

位  置 :調査区南寄り (H-7区 )に位置する。

平面形態 :ほぼ円形。

大 き さ :直径約1.Om。
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3 埋設土器

(1号埋設土器〉 (図58,71)(表24)

位  置 :調査区南寄り (H-7区 )に位置する。

検出状態 :1.lm Xl,Omほどの掘りかたのなかに、

備  考 :曽利式新段階の深鉢である。

ほぼ正位で埋設されていた。

弥生時代の住居址

(7号住居址〉 (図61,73)(表 26)

位  置 :調査区東寄り (D‐ 3、 D-4、 C‐3、 C-4区)に位置する。

検出状態 :竪穴|のプランはほぼ完全な状態で検出された。

平面形態 :隅丸長方形。

柱  穴 :主柱穴は6本。

大|き さ :長軸長4,2m、 短軸長3,9m。 主軸方向はほぼ南北に一致する。

周  溝 :確認できない。

炉  :住居址北側の奥壁よりの中央付近に地―床炉がある。

(11号住居址〉(図65777,78)(表 29)

位  置 :調査区南端 (B-2(B-3区)に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全|な状態で検出された。

平面形態 :長方形。

柱  穴 :難穴は4本。

大 き さ :長軸長4-.7m、 短軸長4.Om。 主軸方向はN-1ず工W。

周  溝 :確認できない。

炉  :住居址北側の奥壁ょりの中央付近に石囲炉がある。

2 平安時代の住居址

〈6号住居址〉(図60,72)(表 25)

位  置 :調査区北東端 (D-4区)に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出された。



平面形態 :ほぼ正方形。

大 き さ :3。 4m× 3.4mの方形。主軸方向はN-18° ―S。

周  溝 :カマ ド付近を除いてほぼ全周する。

カ マ ド:住居址南東側にしつかりした石組みのカマ ドがある。

備  考 :住居址中央に間仕切り状の溝がある。

(8号住居址)(図 62,74)(表 27)

位  置 :調査区北端 (D-2区 )に位置する。

検出状態 :住居址北側の壁は一部調査区外にあリプランの全てを検出できなかつた。

平面形態 :長方形。

大 き さ :長軸長3.6m、 短軸長3.4m。 長軸方向はN-18° 一E。

周  溝 :住居址南側とカマ ド付近には存在しない。

カ マ ド:住居址東側にしつかりした石組みのカマ ドがある。

備  考 :住居址西側に問仕切り状の溝がある。

(9号住居址〉(図63,75,76)(表 28)

位  置 :調査区西寄り (C-2区 )に位置する。

検出状態 :竪穴のプランはほぼ完全な状態で検出された。

平面形態 :ほぼ正方形。

大 き さ :長軸長3.6m、 短軸長3.5m。 長軸方向はN… 13°―E。

周  溝 :カマ ド付近を除いてはぼ全周する。

カ マ ド:住居址東側にしつかりした石組みのカマ ドがある。

備  考 :床面上に比較的多くの礫が散在する。

(10号住居址 〉 (図64)

位  置 :調査区西端 (D-1、 D-2、 C-1、 C-2)に位置する。

検出状態 :竪穴のプラン西側は調査区外にある。

平面形態 i長方形。

大 き さ :長軸長不明、短軸長4.5m。 長軸方向はN-65° ―E。

周  溝 :確認できない。

カ マ ド:カマドの残骸と思われる礫が住居内に散在するが、明らかでない。

備  考 :床面上に比較的多くの礫が散在する。

57



1

図47 境原遺跡 B区全体図
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藁ゞ孫ひ言葉

6

図48 境原遺跡 A区全体図
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3 遺 物 (図 66～79)

表19 1号住居址遺物観察表 (図 50.51.66)

表20 2号住居址遺物観察表 (図 52.53.67)

番
号 種  類

器

形

大  き  さ (cm)
土 色調

t界唇; 調 整 特 徴 残存率
器 高・口径・底径

1 土 師 器 不 50(170) 70 スコリア 暗茶褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
内黒 60ワる

土 師 器 郷 38(129) 50 石英。長石
スコリア

赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切 り、ヘラ削り
60%

土 師 器 イ 51(150) 50 石英。長石 明赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )ヘ ラ削リ
70ワる

土 師 器 郷 ― (150)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤禍色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

上 師 器 郵 ― (122)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

上 師 器 皿 22 126 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切 リ
60%

7 土 師 器 皿 22(122)60 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ肖けり

(底 )回転糸切 り
50%

土 師 器 皿 - 136 - 石英・長石
スコリア

赤福色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ肖Jリ
50%

土 師 器 皿 ― (126)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

土 師 器 不 33(127)60 スコリア 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
(底 )回転糸切り、ヘラ削リ

50%

11 土 師 器 邦 ― (108)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐 色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

土 師 器 邦 ― (160)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 回クロナデ、ヘラ削り 墨書 309/9

土 師 器 郷 ― (160)一 スコリア 赤褐色 (内 )回 クロナデ (外 ロクロナデ 小 片

土 師 器 不 ― (130)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 ロクロナデ 小 片

上 師 器 不 ― (136)一 スコリア 明赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 ロクロナデ 小 片

上 師 器 邦 ― (136)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 ロクロナデ 小 片

土 師 器 郷 ―  ― (47) スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 ロクロナデ、ヘラ削リ 小 片

土 師 器 イ ― (122)一 石英・長石・雲母 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 ロクロナデ 小 片

土 師 器 イ ― (136)一 スコリア 黒福色 (内 )ロ クロナデ (外 ロクロナデ、ヘラ削リ 内黒 Bヽ片

土 師 器 皿 ― (136)一 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

土 師 器 皿 ― (120)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

土 師 器 皿 ― (130)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 小 片

上 師 器 皿 ― (140)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り 小 片

土 師 器 皿 ― (130)一 スコリア 赤褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

土 師 器 甕 石英 '長石・雲母 暗赤褐色 (内 )タ テ昂」毛目 (タト)ヨ コ昂J毛 目 小 片

灰釉陶器 杯 ― (140)一 スコリア 緑灰色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

灰釉陶器 郷 66 白色粒 緑灰色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 転用硯 小 片

1 土 師 器 郷 44(152) 54 スコリア 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
内黒 359る

2 土 師 器 郭 48(152) 60 スコリア 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ浄Jリ
20%

3 土 師 器 邦 38(133) 50 石英。長石
スコリア

赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削り
内黒 95%

4 土 師 器 不 35(11 3) 58 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )回転糸切 リ
60%

5 土 師 器 不 40 126 石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切 リ
65%

6 土 師 器 皿 2 1  128 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘ ラ削リ
1009/9
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番

号 種  類
器
形

大  き さ (cm)
胎 土 色調

t環唇; 調 整 特   徴 残存率
器高・口径・底径

土 師 器 皿 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )ヘ ラ削リ
90%

土 師 器 皿 石英・長石 '雲母 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
小 片

上 師 器 甕 ― (148)一 石英・長石・雲母 暗赤福色 (内 )ヨ コ昂」毛目 (タト)タ テ昂J毛 目 小 片

上 師 器 甕 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂」毛目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

上 師 器 甕 石英・長石・雲母 茶福色
(内 )ヨ コ昂1毛 目 (外)タ テ刷毛目

(底 )木葉痕
659る

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗黄褐色 (内 )ヨ コ厨1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )タ テ刷毛目 (外 )ヨ コ昂」毛目 小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

土 師 器 茎 ―  ― (82) 石英。長石・雲母 暗褐色 (底 )木葉痕 小 片

17 土 師 器 錬え―(188)一
石英・長石・雲母

角閃石
赤褐色

(内 )ヨ コ昂」毛目 (タト)タ テ昂J毛 目

(底 )ヘ ラ削リ
409/9

灰釉陶器 邦 一  -  67 白色粒
灰白色
一部緑灰色

(内 )ロ クロナデ (外)ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
底部墨書 小 片

灰釉陶器 不 ―  -  66 白色粒 明灰白色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
転用硯 小 片

灰釉陶器 爪 ―  -  62 白色粒 灰白色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
小 片

表21 3号住居址遺物観察表 (図 54.68)

1 須 恵 器 邦 68 白色粒 灰白色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 墨書 100%

2 土 師 器 不 石英・長石・雲母 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 暗文 999/9

上 師 器 不 スコリア 暗赤福色
(内 )ロ クロナデ (外)ロ クロナデ、ヘラ削リ
(底 )ヘラ削リ

859ろ

4 上 師 器 添
石英・長石・雲母
スコリア

暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外)ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 809/9

5 土 師 器 杯 38
石英 ,長石・雲母
スコリア

暗赤褐色に

黒色彩色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 り
内黒 暗文 99%

6 土 師 器 皿 31
石英・雲母
スコリア

暗赤福色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
内黒 90%

7 土 師 器 甕 ― (170)一 石英。長石・雲母 茶褐色 (内 )ヨ コ用J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

土メ師 器
理
甕

72 石英・長石 茶褐色
(内 )ヘ ラ磨キ (外 )タ テ刷毛目

(底 )木葉痕
40%

9 土 師 器 甕 石英・長石・雲母 黒褐色 (内 )ヘ ラナデ (外)ヘ ラナデ 小 府

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 黒 色 (内 )ヨ コ刷毛目 (外 )ヘ ラナデ 小 片

灰釉陶器 皿 55 白色粒 灰白色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
70%

表22 4号住居址遺物観察表 (図 55.69)

1 上 師 器 郷 46(152) 62 石英。長石・雲母 暗褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
暗 文 25%

2 土 師 器 邦 石英・長石・雲母 暗禍色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 小 片

3 土 師 器 郷 石英・長石・雲母 暗赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
小 片

4 土 師 器
貶
甕
― (160)一 雲母 黒 色 (内 )ヨ コ昂」毛目 (外 )タ テ刷毛目 10%

5 土 師 器 養 石英・長石・雲母 暗黄褐色 (内 ヨコ刷毛日 (外 )斜刷毛ナデ 小 片

6 灰和陶器 不

'

白色粒

黒色粒
灰 色

(内 )ロ クロナデ (外)ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
小 片
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表23 5号住居址遺物観察表 (図 56.57.70)

表24 1号埋設土器 (図 58.71)

番
号 種  類

器
形

大  き  さ (cm)
胎 土 色調

t環目; 調 整 特  徴 残存率
器高・口径・底径

1 土 師 器 郷 44(138) 59
石英・雲母
スコリア

暗責褐色
(内 )ロ クロナデ、ヘラ磨キ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切リ
内黒 暗文 409/9

2 土 師 器 郷 ― (136)一 スコリア 茶褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

3 土 師 器 甕
石英・長石

角閃石
暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

4 土 師 器 甕 石英・長石・雲母 赤褐色 (内 )ヨ コ用J毛 日 (外 )タ テ刷毛目 小 片

5 上 師 器 憂 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ用J毛 目 (タト)タ テ用」毛目 小 片

6 上 師 器 甕 石英・長石・雲母 黒禍色
(内 )ヨ コ用J毛 目 (タト)タ テ昂」毛目
(底 )木葉痕

小 片

7 灰釉陶器 郷 白色粒 明灰色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
自然緑釉 70%

8 灰釉陶器 不 ― (160)一 白色粒 灰 白色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

9 須 恵 器 士里 一  -  90 長 石 灰 色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
自然緑釉 小 片

上 師 器 郷 4 1(13 2) 48 石英。長石・雲母 赤禍色
(内 )ヘラ磨キ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切リ
内黒 墨書 35%

土 師 器 不 一  -  36 スコリア 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ヘ ラ削リ

(底 )回転糸切 リ
小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヘラナデ (外 )ヘ ラナデ 小 片

上 師 器 甕 ― (292)一 石英・長石・雲母 暗赤色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘ ラナデ 小 片

上 師 器 甕 石英・長石
赤禍色

黒褐色
(内 )ヘ ラナデ (外 )ロ クロナデ、タテ刷毛目 小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )タ テ刷毛目 小 片

土 師 器 甕 石英・長石。雲母 黒褐色 (内 )ヨ コ昂J毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

1 縄文土器 32 5  31 7   9 0
石英・長石・雲母

角閃石
黄褐と (内 )ヘラ削り (外 )羽状沈線文、蛇行沈線文、隆帯 95%

表25 6号住居址遺物観察表 (図 60。 72)

表26 7号住居址遺物観察表 (図 61.73)

】受27 8号住居址遺物観察表 (図 62.74)

1 土 師 器 イ 一  -  60 石英。長石 褐 色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
内黒 小 片

2 土 師 器 甕 石英・長石・雲母 黄褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )夕 子刷毛目 小 片

3 上 師 器 甕 石英・長石・雲母 褐 色 (内 )ヨ コ昂」毛日 (タト)タ テ昂J毛 目 小 片

4 土 師 器 甕 石英・長石・雲母
赤褐色

灰褐色
(内 )ヘ ラナデ (外 )タ テ刷毛目 Jヽ片

5 土 師 器 甕 石英・長石・雲母
暗赤褐色

黒褐色
(内 )ヨ コ刷毛目 (外 )ヘ ラナデ 小 片

土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂Ⅲ毛目 (タト)タ テ昂J毛 目 Jヽ片

7 弥生土器 ? 石英。長石・雲母 赤褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )櫛描波状文 小 片

1 弥生土器 一里 - 165 - 石英・長石・雲母 茶褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘラナデ、ヘラ削リ 口縁 刻 目 909る

2 縄文土器 石英・長 石
黒褐色

赤褐色
(内 )ヘ ラ磨キ (外 )沈線 小 片

1 土 師 器 不
石英・長石
スコリア

暗赤禍色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 月同吉

“

線亥」 20%

2 土 師 器 邦 36(12.8)一 石英・長石 黒褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 209/9
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番
号 種  類

器
形

大  き  さ (cm)
胎 土 色調腺唇; 調 整 特   徴 曳存華

器高・口径・底径

3 土 師 器 不 ―  -  56 石英。長石 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切 リ
暗 文 小 片

4 土 師 器 不
十  -  42 スコリア 赤褐色

(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削り

(底 )回転糸切 り、ヘラ削 リ
小 片

5 土 師 器 甕
石英・長石・雲母

角閃石

黒褐色

赤褐色
(内 )ヨ コ昂1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

6 土 師 器 甕 石英・長石・雲母
黒色
暗赤福色

(内 )ヨ コ昂1毛 目 (外)タ テ刷毛目 小 片

7 土 師 器 整 石英。長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂1毛 日 (外 )タ テ刷毛目 小 片

8 土 師 器 郷 ―  -  38 スコリア 明赤福色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )ヘラ削リ
小 片

表28 9号住居址遺物観察表 (図 63.75.76)

1 土 師 器 邦 53 157 スコリア 赤褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
ヘラ削リ

内黒 40%

2 土 師 器 郷 51 122(44) スコリア 黄褐色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ
ヘラ削リ

内黒 暗文 459/●

3 須 恵 器 郷 ―  -  82 白色粒 灰白色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ

回転ヘラ削リ
小 片

4 土 師 器 イ 43(130)一 スコリア 暗赤福色
内

底

ロクロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

回転糸切 リ
墨書 9%

5 土 師 器 不 41 11 2( 32) 石英。長石 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ヘラナデ、ヘラ削リ
(底 )回転糸切り、ヘラ削リ

359/9

6 土 師 器 郷 ― (156)一 石英・長石

角閃石
暗茶褐色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 内黒 暗 文 200/9

7 上 師 器 皿 22(128)(68) 石英。長石 赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ

(底 )回転ヘラ削リ
内黒 409/9

8 土 師 器 ? 石英・長石
赤褐色

黒色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ 小 片

9 土 師 器 甕 ― (326)一 石英・長石 暗褐色 (内 )ヨ コヘラナデ (外 )ヘ ラナデ 小 片

土 師 器 士里
石英・長石・雲母

角閃石
赤福色 (内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ 小 片

土 師 器 〓里 褐 色 (内 )ヘ ラ磨キ (外 )ヘラ磨キ 小 片

土 師 器 ? ―  ― (77) 石英・長石 暗赤褐色
暗灰褐色

(内 )ヘ ラ磨キ (外 )ヘラ磨キ

(底 )ヘラ削リ
小 片

土 師 器 ? 石英・長石 暗褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘ ラナデ 小 片

縄文上器 ? 石英・長石・雲母 黒福色 小 片

縄文上器 ? 石英・長石・雲母 赤褐色 (タト)沈線 小 片

縄文上器 ? 石英・長石・雲母 暗赤福色 (外 )沈線 小 片

縄文土器 ? 石英・長石・雲母 黒褐色 (外 )沈線 小 片

弥生土器 ? 石英。長石 暗責禍色 (内 )ヘ ラナデ (外 )櫛拍波状文 小 片

弥生土器 ? 石英・長石・雲母 黄褐色 (内 )ヘラ磨キ (外 )櫛描波状文 小 h

弥生土器 ? 石英・長石・雲母 暗責禍色 (内 )ク シロ (外 )櫛描波状文 Jヽ片

弥生土器 ? 石英・長石・雲母 黄褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )櫛描波状文 Jヽ情

弥生土器 ? 石英・長石・雲母 暗責褐色 (内 )ヘラナデ (外 )ヘラ磨キ、櫛描波状文 小 片

弥生土器 ? 一  ― (78) 石英・長石・雲母 暗責褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘ ラナデ

(底 )ヘ ラ削り
」ヽ 片

表29 11号住居址遺物観察表 (図 65.77.78)

1 土 師 器 郷
石英・長石・雲母
スコリア

赤褐色
(内 )ロ クロナデ (外 )ロ クロナデ、ヘラ削リ

(底 )回転糸切り、ヘラ削リ
昼書 99%

2 土 師 器 ? 石英・長石・雲母 明責褐色 (内 )ヘ ラ磨キ (外 )ヘ ラ磨キ 小 片

3 弥生土器 士霊 173 135  58 石英・長石・雲母 暗褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘ ラナデ、櫛描波状文 口縁 亥u目 95%

4 弥生土器 士霊 37 5  26 2  10 0 石英 '長石・雲母 暗灰色 (内 )ヘラ磨キ (外 )頸部一櫛描波状文 胴部―ヘラナデ 95%

5 弥生土器 士霊 -   24 0   - 石英・長石・雲母 暗灰色 (内 )ヘラナデ (外 )頸部一櫛描波状文 胴部一刷毛目 口縁亥J目 小 片

6 弥生土器 郵 546745 石英・長石・雲母 灰褐色 手捏 99%
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番

号 種  類
器
形

大  き さ (cm)
土 色調

t界目 調 整 特   徴 残存率
器高 。日径・底径

7 弥生土器 ? 石英・長石・雲母 黒褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )櫛描波状文 小 片

弥生土器 ? 石英。長石・雲母 明責褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )櫛描波状文 小 片

弥生土器 ? 石英・長石・雲母 明責土色 (内〉ヘラナデ (外 )櫛描波状文 小 片

弥 生土器 ? 石英。長石・雲母
明責褐色

暗褐色
(内 )ヘ ラナデ (外 )祢描波状文 小 片

11 弥生土器 ? 石英・長石・雲母 明赤褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘ ラナデ 櫛描波状文 小 片

弥生土器 ? 石英・長石・雲母
黒褐色

暗褐色
(内 )ヘ ラナデ (外 )ヘラナデ 小 片

表30 表 採 遺物観察表 (図 79)

I 土 師 器 甕 石英。長石・雲母 赤褐色 (内 )ヨ コ用1毛 目 (タト)タ テ昂I毛 目 Jヽ片

土 師 器 養
石英。長石・雲母

角閃石

暗赤褐色

赤褐色
(内 )ヨ コ用」毛目 (外 )タ テ昂U毛 目 小 片

3 土 師 器 甕 石英・長石・雲母 暗赤褐色 (内 )ヨ コ昂1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

4 土 師 器 甕
石英・長石・雲母

角閃石

暗赤褐色

赤褐色
(内 )ヨ コ昂1毛 目 (外 )タ テ刷毛目 小 片

5 上 師 器 甕 石英・長石・雲母 赤褐 色 (内 )ヘ ラナデ (外 )タ テ刷毛目 小 片

6 土 師 器 甕 石英。長石・雲母
黒禍色

赤褐色
(内 )ヘ ラナデ (外 )タ テ刷毛目 小 片

7 土 師 器 甕 石英。長石・雲母
暗赤褐色

赤褐色
(内 )ヘ ラナデ (外 )タ テ刷毛目 小 片

8 縄文土器 ? 石英。長石 暗赤褐色 (内 )ヘ ラナデ (外 )ヘ ラナデ ′卜片

9 弥生土器 ?
石英・長石

角閃石
責褐色 (内 )ヘラナデ (外 )櫛描直線文 小 片

弥生土器 ?
石英・長石

角閃石
責褐色 (内 )ヘ ラ磨キ (外 )櫛描波状文 小 片

11 弥生土器 ?
石英・長石

角閃石
明責褐色 (内 )ヘ ラ磨キ (外 )櫛描波状文、直線文 小 片

Ｓ
御一

Ｎ
一

Ｓ

７２２
．
７

一
Ｎ
一

暗褐色土層

暗黄褐色土層

責褐色土層

粘質明責褐色土層

(ハ ー ドローム)

0                50cm

暗褐色土層(1)

暗褐色土層(2)

黒褐色土層

暗責褐色土層

粘質明責褐色土層

(ハー ドローム)

A区

図49 基本層序
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B区



① 暗褐色土、不緊密

② 明褐色土、日―ム少量、不緊密

③ 明褐色土、回―ム微量、不緊密

④ 黒褐色土、ローム微量

⑤ 灰色土、粘土微量

⑥ 責褐色上、粘土微量

⑦ 暗黒褐色土、ローム多量

N

/が
し

0      1       2m

カマ ド

① 責褐色土、ローム少量、焼土少量

② 暗黄褐色上、ローム微量

③ 黒褐色土、炭化物

④ 明黄褐色上、日―ム多量

⑤ 黒褐色土、炭化物微量

⑥ 焼土

⑦ 明黄土、日―ム図50 1号住居址実測図 (A区〉
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N

0      1      2m
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図51 1号住居址土器分布図 (A区〉



N

か

① 暗褐色上、しまりなし

② 暗黄褐色上、ローム少量

③ 責褐色上、ローム多量
0      1      2m

○ Op。経

図52 2号住居址1実測図 (A区〉
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N

く

∀

茅

0      1      2m
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図53 2号住居址土器分布図 (A区〉



6η 本気象ψ

Ｎキ

南

Ｎ†

① 暗褐色土、ローム微量

② 暗褐色土、日―ムブロック

③ 暗褐色土、焼土少量

0      1      2m

図54 3号住居址実測図/土器分布図 (A区 )
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Ｎ
†

〇

① 責褐色上、ローム少量、不緊密、しまりなし

② 明責褐色上、日―ム多量、不緊密

③ 暗黄褐色土、日―ム微量

④ 焼上

o      1      2m

図55 4号住居址実測図/土器分布図 (A区〉
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Ｎキ

N

亀

1 2m

Ｎ
†

① 暗褐色土

② 暗褐色上、焼土ブロック少量

③ 焼土

④ 責褐色土

図56 5号住居址・カマド実測図 (A区〉

ワ
‘



Ｎ
†

4

A   ①
―   ――― /

ｅｋ

B
722.3

埋設土器

① 茶褐色土、緊密、 しまりなし
② 黒褐色土、緊密、 しまりなし
③ 耕作土

0                   1m

① 暗福色土、しまりなし

② 褐色土、ローム少量、しまりなし

③ 暗黄褐色上、ローム多量

④ 黄褐色土、ローム

⑤ 黒褐色土、ローム少量

1     2m

①

④

⑤

図58 1号埋設土器実測図 (A区〉
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図59 1号土坑実測図 (A区 )



① 暗褐色土、不緊密、

しまりな し

② 暗褐色上、ローム微量、

しまりな し

③ 暗責褐色土、ローム少量、

しまりな し

④ 黄褐色土、ローム多量、

ロームブロック

0     1      2m

0      1      2m

Ｎ
キ

N

ド氏Ａ（用＼＼＼ヽ

Ｆ
一

眼高 72120m
① 暗褐色土

② 焼土

③ 黒褐色土、炭化物
＼④ 黄褐色上、
ロー ム 多量

FＥ
一

図60 6号住居址・カマド実測図/土器分布図 (B区〉



N

∪
　
　
Ａ
一

恨

Ｆ

① 暗褐色土、不緊密、しまりなし

② 暗褐色土、ローム少量、不緊密

③ 黒褐色土、ローム微量、不緊密

④ 暗責褐色土、日―ム少量、ロームブロック混入、不緊密

⑤ 暗責褐色土、ローム少量

図61 7号住居址実測図/土器分布図 (B区〉
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Ｎ†

量

°
|

① 黒褐色上、ローム微量

② 明責褐色土、日―ム

③ 暗褐色上、ローム少量

0      1      2m

F

① 暗褐色上、不緊密

② 黒褐色上、炭化物混入、不緊密

③ 赤褐色上、焼土多量

④ 責褐色土、ロームブロック混入

⑤ 黒色土、炭化物、ロームブロック

⑥ 黒褐色土、焼土微量

⑦ 暗責禍色上、ローム少量

③ 明黄色上、ローム

Ｎ
キ

Ｆ
碑一

0             1m

図62 8号住居址実測図/土器分布図 (B区〉
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欝
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脳

埒

⑦

Ｎ†

e   Or
坐

① 暗褐色上、礫微量、不緊密

② 暗褐色上、不緊密

③ 暗黄褐色上、ローム少量

④ 責褐色上、ローム多量

⑤ 暗黄褐色土、ローム微量

0      1      2m

Ｎ†

Ｆ
一

① 暗褐色土、 しまりなし
② 暗黄褐色土、ローム少量
③ 暗茶褐色上、日―ム少量、焼土少量
④ 暗茶褐色上、焼土少量
⑤ 焼土

⑤ 黒褐色上、焼土微量、炭化物
⑦ 黄褐色上、ローム多量 ・

lm

図63 9号住居址・カマド実測図/土器分布図 (B区〉



N

① 暗褐色土

② 礫

③ ローム

図64 10号住居址実測図 (B区 )

0       1       2m
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Ｎ
†

① 暗褐色上、ローム微量、不緊密

② 暗褐色土

③ 黄褐色上、ローム多量

④ 暗責褐色上、ローム少量

⑤ 暗責褐色土、ロームブロック

⑥ 黒褐色土、ローム微量

⑦ 黒褐色土
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0                  50 cm

図65 11号住居址実測図/土器(3.4.5)出 土状況図 (B区〉
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図67 2号住居址出土遺物 (A区〉〔1/3〕
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図68 3号住居址出土遺物 (A区〉〔1/3〕
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図69 4号住居址出土遺物 (A区〉〔1/3〕
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図70 5号住居址出土遺物 (A区〉〔1/3〕
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図71 1号埋設土器 (A区〉〔1/3〕
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図73 7号住居址出土遺物 〈B区〉〔1/3〕
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図76 9号住居址出土遺物(2)(B区〉〔1/3〕
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柳坪南遺跡

図版 1 柳坪南遺跡全景

図版 4 2号 住居址

図版 2 1号 住居址

図版 3 1号 住居出土土器

図版 5 2号 住居出土土器

図版 7

3号住居出土土器

図版 6

3号住居址



図版 8 4号 住居址

図版10 4号住居出土土器

図版12 5号住居出土土器

図版14

5号住居出土墨書土器

図版13 5号住居址

4号住居カマ ド

図版11 5号住居出土土器

図版 9

88



図版 15

6号住居址

図版17 6号住居カマ ド

図版18 6号住居出土土器

図版16 6号住居出土墨書土器

図版19

6号住居出土土器



図版23 8号 。9号住居址

図版即  7号住居出土土器

療 フ号住居出土墨書土器

図版熟  8号住居出土土器

図版20 7号住居址

一導撃泄

図版25 10号 (右)11号 (左 )住居址

90

図版26 10号住居出土墨書土器



10号住居出土土器

図版30

12号住居址

図版29 10号住居出土刻書土器

図版27 10号住居出土土器

図版31 12号住居カマ ド横土器出土状況

∩
υ

図肺配2 12号住居出土土器(上 :カマド)



図版33 12号住居出土土器

一
嗅

優∃用叉34

13号住居址

|||ギ|す専呼婁弯寮帯帯|イ|||1帯マ澤華rlll

図版35 調査区北出上土器
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境原遺跡

図版39

1号住居出土土器

図版37

境原遺跡 B区全景

図版38

1号住居址

図版36 境原遺跡 A区全景



図版40

2号住居址完掘

図版42

3号住居址完掘

図版41 2号住居出土土器



図版43 3号住居出土墨書土器

図版44 3号住居土器出土状況

図版45

3号住居出土土器

図版46

4号住居址完掘

図版47 4号住居出土土器
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図版48

5号住居
址完掘

図版49 5号住居出土土器

図版51 6号住居カマ ド

図版50 6号住居址完掘
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図版52 7号住居址完掘

図版53 7号住居出土土器

図版54 8号住居址完掘

辞鐵Ⅲ

|1事
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図版57 9号住居出土土器

図版56 9号住居カマ ド

図版58 10号住居址

図版59

11号住居出土土器

図版60 11号住居址

図版62 11号住居出土土器図版61 11号住居土器出土状況
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図版64

11号住居出土墨書土器
図版63 11号住居出土土器

図版66 1号溝

図版67 1号埋設土器出土状況
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